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研究成果の概要（和文）：　本研究は、岩手県立博物館が所蔵する先秦期から清代にわたる官印と私印等1094顆
中国古印を中心とした調査研究である。印譜のみによる従来の平面的研究法を脱して古印の印影・印面・印鈕・
法量(縦・横・高・重量)を徹底的に調査し、あわせて釈文・分類(官印・私印等)・著録目などの情報を総合的・
体系的に検討整理することにより、考古学と文献史学的研究手法を通してこれらの古印の固有の価値を解明し
た。
　具体的には岩手県立博物館蔵古印を中心とした関連研究論文12本は雑誌等に掲載され、著書『日本岩手県立博
物館蔵太田夢庵旧蔵古代璽印』などは刊行された。日本に所蔵される中国古印研究を大きく推進した。
　

研究成果の概要（英文）： This research is a survey of 1,094 ancient Chinese seals, including 
official and private seals from the pre-Qin period to the Qing Dynasty, which are held by the Iwate 
Prefectural Museum. Comprehensively and systematically examining and organizing information such as 
texts, classifications (official seals, private seals, etc.), and bibliographies, we have elucidated
 the inherent value of these ancient seals through archaeological and philosophical research 
methods.
　Specifically, 12 related research papers centered on the Iwate Prefectural Museum's collection of 
ancient seals were published in magazines and other publications, and the book "Japan Iwate 
Prefectural Museum Collection Ota Muan Old Collection Ancient Seals" was published. This research 
greatly promoted the study of ancient Chinese seals in Japan.

研究分野：人文学

キーワード： 中国古印　中国考古学　中国史

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究成果の学術的意義としては、岩手県立博物館蔵中国古印を中心としてデジタル機器を活用して古印の印
影・印面・印鈕・法量などを詳細に調査し、釈文・分類(官印・私印等)・著録目などの情報を総合的・体系的に
検討整理してこれら古印の歴史的学術的な価値を解明した。また、中国で出土した簡帛・封泥・文献等の資料と
照合しながら、考古学と文献史学的研究手法を通してかつ最新の古代文字学知識をもって未解読である古印の文
字を釈読した。
　社会的意義としては、研究論文12本・著書２冊は刊行され、岩手県立博物館などに所蔵される中国古印等を国
際的に宣伝して広く世の中に知らされた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
日本に中国古印が多く舶載されるようになったのは、辛亥革命(1911 年)以降である。
現在一万点余り中国古印が日本に収蔵されており、岩手県立博物館以外に藤井有鄰館・
大谷大学・和泉市久保惣記念美術館(園田湖城旧蔵品)・寧楽美術館などにも収蔵され、
「印章五大コレクション」とされている(久米雅雄 2017『寧楽美術館の印章』思文閣出
版)。岩手県立博物館は、中国古印の入蔵後、1990 年に企画展「中国古印-太田孝太郎コ
レクション」を開催し、30 頁にわたる図録は刊行されたが、収録された印の数も全体数
から見るとごく少なく、詳細なデータは記載されていない。その後も多くの参観者や研
究者が訪れているが、研究成果の発表は極めて少なく、且つ限定的である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、岩手県立博物館蔵中国古印 1094 顆を中心として、デジタル機器を活

用して古印の印影・印面・印鈕・法量などを詳細に調査し、実物を観察し、鮮明な画像

処理を行い、これらの全情報を公開して、考古学と文献史学的研究手法を通して中国古

代制度史・社会史・芸術史においてその固有の価値を明らかにし、今後の学術的研究や

篆刻芸術の発展に十分資する古印資料を提供することを目的とするものである。また中

国で出土した簡帛・封泥・文献等の資料と照合しながら、および最新の中国古代文字学

知識をもって未解読文字を釈読することにより、古代史や古文字学の研究に資すること

を、副次的目的とする。 

 
３．研究の方法 
 具体的には、まず太田夢庵の刊行した『夢庵蔵印』の初印本と再印本・『楓園集古

印譜』・『楓園集古印譜続集』といった印譜の印影を調査し、岩手県立博物館蔵中国古印

「資料基本カード」の登録番号と照合して、太田コレクションから岩手県立博物館蔵中

国古印への沿革及び現存状況を明らかにする。つぎに、印影と対照しながら、古印を詳

細に観察し、写真撮影・法量計測および印文模写等をして、整理表を作成する。先秦古

璽を例にすると、次のように番号・印影・印面写真・鈕形写真・釈文・規格重量・国別・

分類・著録目といった項目を立てて整理する。 

 

さらに、簡帛・封泥・文献等の資料と照合しながら総合的な歴史学的考古学的研究を

行い、古印の固有の価値を歴史学的に解明する。最後に最新の中国古代文字学知識をも

って岩手県立博物館「資料基本カード」やほかの著録に未解読または誤解読の印文を解

読する。たとえば、次の未解読や誤解読の印文をそれぞれ解読し、「 =」・「蔪」・「 」

等の字の釈読理由を明らかに考証する。 

なお、必要に応じて古印の印文に潜んでいる当時の人々の精神的希求・宗教思想・権
利意識や自己表示の方法等に着目して分析・解明する。 
 
４．研究成果 
 本研究は、岩手県立博物館蔵中国古印において、その固有の学術価値を歴史学的に解
明し、未解読の印文を解読した。また、詳細な調査データのもとに、館蔵番号・印影・
印面写真・鈕形写真・釈文・規格重量・国別・分類・著録目といった項目を立てて整理
し、『日本岩手県立博物館藏太田夢庵旧蔵古代璽印(精華版)』を出版した。予定した研
究計画を徹底して十分な研究成果を獲得した。なお、関連内容として日本大和文華館及



び和泉市久保惣記念美術館蔵中国古印の調査研究もある程度実施した。 
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著書 
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